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Ⅴ．特記事項 

 

1．「総合的な探究の時間」を軸とした高大連携 

本学が位置する同じ西原町内の沖縄県立西原高等学校との「総合的な探究の時間」を活

用した高大連携事業は、令和 4（2022）年に開始した。総合的な探究の時間運営に関する

アドバイスを本学の教員が高校教員対象に行ったり、生徒による全体報告会で所見を述べ

たりするなど、高校現場において本学の教員が卒業研究運営のノウハウを共有した。また

「世界のウチナーンチュ」をテーマにした西原高校生による探究成果発表を本学で実施し、

本学の教員と学生がアドバイスや更なる学びのためのワークショップを行った。今後の展

望としては、大学生と高校生の地域におけるジョイント・プロジェクトの実施や、教員同

士の研究会の開催などが検討されている。 

 

2．「笑い」を通したコミュニケーション力強化 

 コロナ禍で学生のコミュニケーション力、特に自己表現力に翳りが見えたことへの対策

として、「笑い」を活用したコミュニケーション力強化を図った。令和元（2019）年より

「身体表現ワークショップ」の授業を開設し、お笑いタレントやモデル事務所の代表、手

話の専門家を講師として招き、様々な自己表現の手法をとおして、ポストコロナのコミュ

ニケーション力向上に努めた。令和 5（2023）年には、沖縄の芸能事務所である有限会社

FEC オフィスとの包括連携を締結し、民学連携によるお笑いの技術を応用したコミュニケ

ーション力強化のための学校現場・民間向けのプログラムの開発が計画された。今後は、

学生も参加してのプログラムの開発と小中学校への学生によるコミュニケーション出前講

座の開催が予定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


